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MID-NETの利活用に係る利用料について 

 

 

独立行政法人医薬品医療機器総合機構（以下「機構」という。）では、MID-NET

の本格運用開始に伴い、MID-NETの利活用に係る利用料について、下記のとおり取

り扱うこととしましたので、貴会会員への周知方よろしくお願いいたします。 

 

 

記 

 
１．利用料について 

MID-NETの利活用を行う場合には、利活用に係る契約の締結日の翌日から起算し

て45営業日以内に、機構の指定する金融機関の普通預金口座に次の利用料を振り

込むこと。 

 

（１）MID-NETの利活用に係る利用料 

MID-NETの利活用に関する細則（平成30年細則第８号）の別表に定める額 

 

（２）MID-NETの利活用における基礎的検討の実施に係る利用料 

「MID-NETの利活用の初期段階における基礎的検討の実施要綱について」

（平成30年４月１日薬機発第0401004号独立行政法人医薬品医療機器総合

機構理事長通知）の別添に定める額 

 

 

２．利用料の振込について 

（１）利用料は、承認された利活用の内容に応じた利用料の合計金額を振り込むこ

と。 



 
（２）銀行等の窓口で利用料を振り込む場合は、銀行等備え付けの振込依頼書を使

用すること。 

 

（３）機構の指定口座は、次のとおりとする。 

銀行名 支店名 預金種別 口座番号 

みずほ銀行 新橋支店 普通預金 ４００６４００

 

（４）振込の際の受取人の名称は「独立行政法人医薬品医療機器総合機構」とする

こと。送金方法は「電信」と「文書」扱いのいずれの方法でも差し支えない。 

 

（５）振込の際の「ご依頼人」欄は最初に利活用の承認通知書に記載の「利活用番

号」を記載又は入力し、次に１文字分を空欄とした後、「依頼人の組織名（企

業名等）」を記載又は入力すること。 

 

 

３．還付の取扱いについて 

（１）利用料の納付後、MID-NETシステムを利用するためのアカウントの交付を受

けるまでに契約の解除を書面にて通知し、還付請求を行った場合には、利用料

の全額を還付する。ただし、アカウントの交付後には還付を行わない。 

 還付請求書様式はMID-NET利用料収納事務実施細則（平成30年細則第10号。

以下「収納事務実施細則」という。）の様式２「MID-NET利用料誤納還付請求

書」を使用すること。 

 

（２）区分間違い等により、振り込んだ利用料と本来の利用料額に差額が生じた場

合は、その差額相当分を還付する。 

 還付請求書様式は収納事務実施細則の様式２「MID-NET利用料誤納還付請求

書」を使用すること。 

 

 

４．その他 

利用料に関する振込依頼書の記載、振込等について、疑義が生じた場合は下記

に照会すること。 
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